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イタリア デジタルガバンメント戦略 7月  

VEセンター 

1. 背景 

・基本データ（ＪＥＴＲＯデータ） 

国土：30.1万平方キロメートル（日本の約 5分の 4） 

人口：60.6百万人（2018年 1月推計値。日本の約半分） 

政治体制：共和制 

経済：19,379億ドル（2017年：IMF推計値）（一人当たり GDP 31,984 ドル） 

・国連の世界幸福度：2018（47位）、2019（36位）、2020（30位） 

・国連の電子政府ランキング：2018（27位） 

・OECD Digital Government Studies Open Government Data Report 

データ入手可能性、データアクセス可能性、データ再利用政府支援 

：2014（32位）、2017（19位） 

ウイルス死亡数 

人口あたりの新型コロナウイルス死者数の推移【国別】 

イタリア ウイルス死亡数 2020.6.12(現在)：100万人当たり（2位）：565人 

イタリア医療崩壊 

イタリアの医療制度と COVID-19の課題 

 

2.デジタルガバンメント戦略 

1）戦略 1: 政府のデジタル化(ペーパーレス化) 

電子政府実施計画 EU eGovernment Action Plan 2016-2020  

2016年から2020年までのＥＵ電子政府実施計画のビジョンは、デジタル公共サービスを近代化

し、EU を働き、生活し、投資するためのより良い地域にする。これが欧州連合（EU）のデジタル

単一市場（DSM）のＩＣＴ基盤となっている。 

 
     図 1   ＥＵ電子政府     

この実施計画により、EU全域でシームレスに利用できるデジタル公共サービスを最大限に活用

できるようにする。ＥＣ委員会は以下を計画している： 

国境を越えて効率的に運用するために必要なすべての情報、支援、問題解決サービスをユー

ザーが取得できるようにするデジタル単一ゲートウェイを設定する。 

 すべての 企業登録と支払い不能記録を相互接続し、それらを eJustice ポータルに接続す

る。これがワンストップショップになる。(Online Procedures to set up a business) 

 国境を越えたビジネスのワンスオンリー原則を試験的に実施し、EU の 1 か国の行政機関

に情報を提供するだけでよいので、許可されれば、それを各国間で再利用する。(Online 

Procedures to obtain government certificates) 

 EU加盟国が電子処方箋などの国境を越えた eHealthサービスを開発するのを支援する。 

 電子調達への移行と、公共調達におけるワンスオンリー原則の実施を加速する。（Online 

Procedures for all tax-related matters） 

http://www.ven.gr.jp/
https://www.mofa.go.jp/mofaj/area/spain/data.html
https://yorozu-do.com/happiness-ranking/
https://www.nikkei.com/article/DGXMZO33272250T20C18A7000000/
https://books.google.co.jp/books?id=mGlwDwAAQBAJ&pg=PA28&dq=OECD+Open,+Useful+and+Re-usable+data(OURdata)+Index+italy&hl=ja&sa=X&ved=0ahUKEwjF_bKa4oDqAhUEIIgKHX8uCZIQ6AEIKjAA#v=onepage&q=OECD%20Open%2C%20Useful%20and%20Re-usable%20data(OURdata)%20Index%20italy&f=false
https://web.sapmed.ac.jp/canmol/coronavirus/death.html
https://www.youtube.com/watch?v=iOLW76zjd2g
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC7104094/
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/egovernment-action-plan-digitising-european-industry
http://eumag.jp/feature/b0615/
http://eumag.jp/feature/b0615/
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/egovernment-action-plan-digitising-european-industry
https://e-justice.europa.eu/home.do?action=home
http://www.lotus21.co.jp/data/news/1709/news170929_01.html
https://www.researchgate.net/publication/257787729_E-Prescription_across_Europe
https://ec.europa.eu/health/ehealth/home_en
https://ec.europa.eu/idabc/eprocdemos/index.html
http://www.lotus21.co.jp/data/news/1709/news170929_01.html
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この目標を達成するために、以下の原則を基に、電子政府実施計画は 20の実施計画を加盟国

は政策としてとりあげる必要がある。 

   ・主要なデジタルイネーブラーを活用した行政の近代化する。 

   ・国境を越えた相互運用性により市民と企業のモビリティを可能にする。 

   ・高品質な公共サービスのための行政機関と市民/企業間のデジタル相互作用 

を促進する。 

EC 委員会また加盟国、すべてのレベルの行政機関のいずれかによって、さらなる実施計画が

提案される可能性がある。イタリアはＥＵ電子政府実施計画の先導国としてイタリア政府はデジ

タルガバンメント戦略を実施する。（詳細は、電子政府アクションプラン 2016-2020。最終更新

日：2018年 8月 14日） 

 

2）戦略 2: デジタルデータ作成 

The Three-year Plan for IT in the Public Administration（2019-2020） 

行政 ITの 3年間計画（今後 3年間計画または計画）は、イタリアの行政および国のデジタル・ト

ランスフォーメイション（ＤＸ）を促進するために不可欠なツールである。このＤＸは、ＥＵの先導国

として、デジタル商品やサービスのための欧州単一市場のコンテキスト内で行わなければなら

ない。目的は、消費者と企業のためのヨーロッパの商品やサービスへのオンラインアクセスを改

善し、ネットワークのための有利な環境を作成することを戦略に従って、また、デジタルサービス

は、ヨーロッパのデジタル経済の成長の可能性を最大化するために開発する。シンプルで効果

的なデジタル公共サービスへのアクセスに対する市民と企業の期待は、イタリアでは、2014 年

から 2020 年のデジタル成長戦略と全国バンド計画で概説されているＤＸプロセスが中心であ

る。 

そして eGovernment から Digital Government へ Digital Transfer するために 2014年から 2020

年の European Digital Agenda に準拠し、ＥＵ閣僚理事会により３年計画として、承認された。加

盟国のイニシアチブはこのアジェンダのプログラミング Europe 2020 strategy に対応する。イタリ

アのデジタルガバンメント実施計画もこのを European Digital Agenda を支持し、革新、経済成長、

進歩を促進するために ICT の可能性を最大限に活用する。現在行われている第二次３年計画

は加盟国として以下の原則に基づいて政策を決定する。 

ヨーロッパのデジタル戦略（The European Digital Strategy） 

1.人に役立つテクノロジー 

2.公正で競争力のあるデジタル経済 

3.オープンで民主的で持続可能なデジタル社会 

4.グローバルデジタルプレーヤーとしてのヨーロッパ 

実施する戦略目的(図 2) 

infirastracute:国のＩＴインフラの構築 

interoperability:システムプレーヤー（市民、企業、行政）間のインタラクションを促進 

政府 data and platforms：プロセスとデータを管理 

ecosystems：ＤＸ政策分野の設定 

access to services:デジタル行政サービスの作成と普及 

security：サイバーセキュリテイの規制と管理 

governance of the digital transformation：図 2の他のコンポーネントを横断し、計画 

の開発に関与する行政のすべてのアクション、ガバナンス、サポートの集約 

https://ec.europa.eu/futurium/en/egovernment4eu/terms/all/Key%20Digital%20Enablers
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/node/81744
https://docs.italia.it/italia/piano-triennale-ict/pianotriennale-ict-doc/it/2019-2021/01_piano-triennale-per-informatica-nella-pa.html
https://www.softbank.jp/biz/future_stride/entry/column/20200226/#:~:text=DX%E3%81%A8%E3%81%AF%E3%80%81%E3%82%82%E3%81%A8%E3%82%82%E3%81%A8%E3%81%AF,%E5%88%9D%E3%82%81%E3%81%A6%E6%8F%90%E5%94%B1%E3%81%95%E3%82%8C%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82
https://www.softbank.jp/biz/future_stride/entry/column/20200226/#:~:text=DX%E3%81%A8%E3%81%AF%E3%80%81%E3%82%82%E3%81%A8%E3%82%82%E3%81%A8%E3%81%AF,%E5%88%9D%E3%82%81%E3%81%A6%E6%8F%90%E5%94%B1%E3%81%95%E3%82%8C%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82
https://www.mofa.go.jp/mofaj/area/eu/market.html
https://www.softbank.jp/biz/future_stride/entry/column/20200226/#:~:text=DX%E3%81%A8%E3%81%AF%E3%80%81%E3%82%82%E3%81%A8%E3%82%82%E3%81%A8%E3%81%AF,%E5%88%9D%E3%82%81%E3%81%A6%E6%8F%90%E5%94%B1%E3%81%95%E3%82%8C%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/egovernment-action-plan-digitising-european-industry
https://docs.italia.it/italia/piano-triennale-ict/pianotriennale-ict-doc/it/2019-2021/01_piano-triennale-per-informatica-nella-pa.html
https://www.finance-ni.gov.uk/articles/europe-2020-strategy
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/egovernment-action-plan-digitising-european-industry
https://docs.italia.it/italia/piano-triennale-ict/pianotriennale-ict-doc/it/2019-2021/01_piano-triennale-per-informatica-nella-pa.html
https://docs.italia.it/italia/piano-triennale-ict/pianotriennale-ict-doc/it/2019-2021/01_piano-triennale-per-informatica-nella-pa.html
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/content/european-digital-strategy
https://blog.kairosmarketing.net/marketing-strategy/ecosystem/
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  図 2 実施する戦略目的 

行政関与の段階的なプロセスを提供する三年計画の実施： 

2017年は、ＤＸ戦略の統合と行政との共有プロセスの完了による建設。 

2018年は、政府と中央購買機関の参加が増加した計画の統合。 

2019年は、プロセスの最初の 3年サイクルのアクションが完了する。したがって、次の 3年間は

2次計画が実施される。 

2020年と 2021年は、立ち上げられた、ＤＸプロジェクトの結論と、市民と企業に向けられたビジョ

ンの計画自体の統合の年になるでしょう 

 

3）戦略 3：オープンデータの活用 

４th National Action Plan for Open Government2019-2021 

2019年の開かれた政府の分野における国の戦略的行動を示す 

2021年。オープンガバメントは、次の原則に基づく行政のモデルである。 

透明性、市民参加、腐敗防止、説明責任、デジタル革新。 

イタリアは 2011年 9月に OGPに加盟し、OGPを通じてその目的を追求することを約束した。第

4 回行動計画（2019-2021）は、開始されたプロセスの継続を目的として起草された。 

-包括的な戦略：透明性、市民参加、腐敗防止の分野で重要な結果を達成し、簡素化と公共部

門の近代化を達成する。 

-OGP運営委員会の勧告と一貫して、数より重要で野心的なものに焦点を当てることにしたため、

アクションの数は限られています 

-コミットメント;各アクションには、構造化された協力と私たちの活動の影響を最大化する。 

-可能な限り民からの提案を受ける。 

 

アクションプラン：2021年 6月までに実施される 10のアクションは以下の項目である。 

1.データの整備 

2.情報の透明性 

3.受益者の登録 

4.参加のサポート 

5.利害関係者の規制; 

6.オープンガバンメントの文化の普及 

7.腐敗防止; 

8.簡素化、パフォーマンス、機会均等。 

9.デジタルサービス。 

10.デジタルシチズンシップとスキル。 

（各アクションの具体的な取り組みとタイムラインは省略） 

https://www.softbank.jp/biz/future_stride/entry/column/20200226/#:~:text=DX%E3%81%A8%E3%81%AF%E3%80%81%E3%82%82%E3%81%A8%E3%82%82%E3%81%A8%E3%81%AF,%E5%88%9D%E3%82%81%E3%81%A6%E6%8F%90%E5%94%B1%E3%81%95%E3%82%8C%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82
https://www.softbank.jp/biz/future_stride/entry/column/20200226/#:~:text=DX%E3%81%A8%E3%81%AF%E3%80%81%E3%82%82%E3%81%A8%E3%82%82%E3%81%A8%E3%81%AF,%E5%88%9D%E3%82%81%E3%81%A6%E6%8F%90%E5%94%B1%E3%81%95%E3%82%8C%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82
https://www.opengovpartnership.org/wp-content/uploads/2019/07/Italy-Action-Plan-2019-2021-English.pdf
https://www.opengovpartnership.org/wp-content/uploads/2019/07/Italy-Action-Plan-2019-2021-English.pdf
https://www.opengovpartnership.org/wp-content/uploads/2019/07/Italy-Action-Plan-2019-2021-English.pdf
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%87%E3%82%B8%E3%82%BF%E3%83%AB%E3%83%BB%E3%82%B7%E3%83%86%E3%82%A3%E3%82%BA%E3%83%B3%E3%82%B7%E3%83%83%E3%83%97
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4)戦略 4：データのＡＩ利用 

AI Strategy 

2019年 8月、イタリアの経済開発省は、国民協議のための人工知能に関する国家戦略のドラフ

ト版を発表した。同時に、同省はまた、イタリアの AI 戦略の提案としてタイトルが付けられた背

景資料も発行し、イタリアのAI戦略の基礎として最初の指針となる方針と政策提言を提供した。

イタリアの AIの開発と競争力を高めるための主要な目的： 

 すべての教育レベルで AI 関連のスキルと能力を向上させ、労働力の生涯学習と再スキル

の機会を創出する。 

 起業家エコシステムの競争力を強化するための AI研究とイノベーションの促進。 

 持続可能で信頼できる AIを確保するための規制および倫理的フレームワークの確立。 

 （国際的な）ネットワークとパートナーシップのサポート; 

 AI開発を促進するデータインフラストラクチャの開発。 

 AIアプリケーションの幅広い採用と使用による公共サービスの向上。 

資金調達は、イタリア政府が 2025年までに10億ユーロ（１２００億円）の公共投資を戦略の実施

に割り当てている。ハイレベルのワーキンググループは、公共投資が同額の民間投資にレバレ

ッジ効果を生み出し、総投資額が 20億ユーロになると予想している。 

（人的資本、ラボから市場戦略、ネットワーキング、規制、インフラ、更新は省略） 

 

5）戦略 5: ＡＩのリアルタイム化 

5Ｇを導入して、どこでもＡＩが出来るようにする。ＡＩと共生。 

National 5G Plans and Strategies Ｉｔａｌｙ  

 特定された都市および適用分野を中心に、TIM によって推進されたイタリアの 5G、2016 年

の 5G 戦略を作成。 

 トライアルライセンスとトライアルシティ、2017年半ばに実施。 

 2018年 11月の 700 MHz / 3.5 GHzオークション、26 GHzスペクトラムオークション、2018

年 10月、最初でヨーロッパに実施。 

 2019年 6月にボーダフォンと TIM 5G サービスを開始。 

 •2020年 2月、Agcomは、3.7 GHz コンセッションで Wind Tre と Fastweb を含む 5Gネットワ

ーク共有ベンチャーの付保義務を評価するプロセスを開始。 

 
            図  イタリアの 5G タイムライン 

出典：IDATE DigiWorld、ヨーロッパの 5G市場、2020年 3月 

 

6）イタリアのデジタルガバンメントの現状 2019 

 一般国民へのデジタルガバンメントの浸透が特に低い。 

eGovernment Benchmark 2019: trust in government is increasingly important for people 

https://ec.europa.eu/knowledge4policy/ai-watch/italy-ai-strategy-report_en
https://www.mise.gov.it/images/stories/documenti/Strategia-Nazionale-Intelligenza-Artificiale-Bozza-Consultazione.pdf
https://www.mise.gov.it/images/stories/documenti/Proposte-per-una-strategia-italiana-2019.pdf
https://5gobservatory.eu/public-initiatives/national-5g-plans-and-strategies/#1533565840021-480921bd-2bd9
https://www.telecomitalia.com/en.html
http://blogofmobile.com/article/117733
https://www.agcom.it/home
https://www8.cao.go.jp/pfi/concession/concession_index.html
https://www.windtregroup.it/en/Home.aspx
https://www.fastweb.it/
https://www.gii.co.jp/publisher/iu/
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/news/egovernment-benchmark-2019-trust-government-increasingly-important-people
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表 1 ＥＵ平均とイタリアの比較 

現在実施しているデジタルガバンメント戦略目的は以下の項目である。 

1.デジタルガバンメント普及： 

Three-Year Plan for Information Technology in public administration 2019 - 2021.  

2.デジタル政府の法律の整備： 

Circular No. 3 of 1 October 20183. デジタル政府のガバナンス 

3.市民参加： 

National Contact Point  

4.デジタル政府インフラ： 

革新的調達サイト 

5.市民と企業のためのデジタル行政サービス  

PagoPA 、FSE (Electronic Health File)  

 

https://pianotriennale-ict.italia.it/assets/pdf/2019-2021/Piano-Triennale-ICT-2019-2021.pdf
https://pianotriennale-ict.italia.it/assets/pdf/2019-2021/Piano-Triennale-ICT-2019-2021.pdf
http://www.funzionepubblica.gov.it/sites/funzionepubblica.gov.it/files/Circolare_n_3_10_2018.pdf
https://pcnitalia.mise.gov.it/index.php/it/
https://appaltinnovativi.gov.it/
https://www.pagopa.gov.it/
https://www.fascicolosanitario.gov.it/

